
自然界では、他の生物を自分の細胞の

中に取り込んで、飼いならしてしまう生

き物たちがいます。藻類を細胞内に取

りこんで光合成をさせるゾウリムシやホ

ヤなどがその例です。このようなゾウリ

ムシやホヤでは初期の「細胞内共生」

がみられますが、一方、遠い昔に細胞

内に取りこまれた「共生者」が、そのま

ま飼いならされて、宿主細胞の一部と

なってしまった例も多数知られています。

植物細胞にある葉緑体はその典型例

で、遠い昔に宿主に取りこまれた藻類

の細胞が、進化を重ねて細胞内小器官

になったものです。

ところで、宿主は一体どのようにして、

共生者を飼いならすのでしょうか？進化

の上で「細胞内共生」の段階が進んで

くると、共生者は宿主細胞の外では生

きられなくなります。宿主ゲノムが、共生

者ゲノムから遺伝子を引き抜き、共生

者の自律性を奪ってしまうからです。こ

の遺伝子収奪の仕組みは長い間の謎

でしたが、最近、この背後にあるメカニ

ズムが少しずつ分かってきました。

さあ、私たちのポスターの前で、「ゲノム

がゲノムを飼いならす」ための秘密を、

一緒に考えてみましょう。
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